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銀河の進化を理解する上で、銀河の星間物質の性質を理解することは重要である。近年、JWSTやALMAの登
場により遠方銀河の静止系可視光と遠赤外線の星雲輝線を観測することが可能となった。その結果、遠方銀河は
近傍銀河と比較して高い [Oiii] 88 µm/[Cii] 158 µm 光度比 (∼ 2− 10) を持つことが明らかになった (Algera et
al., 2024)。また、可視光輝線比から推定される単一の電子温度と電子密度を仮定した電離ガスモデルでは説明で
きない [Oiii] 5008 Å/[Oiii] 88 µm比を示す銀河の存在も明らかになってきた。これらの観測輝線比を説明する
には、異なる温度と密度の組み合わせを持つ、少なくとも二相以上の電離ガスが必要であることが示唆されてい
る (X40a碓氷他 2024年春季年会、X35a碓氷他 2024年秋季年会、Harikane et al., 2025)。本研究では、遠方銀河
と同程度の高い [Oiii] 88 µm/[Cii] 158 µm 光度比を持つ近傍矮小銀河を対象に、せいめい望遠鏡/KOOLS-IFU
などで取得した可視光輝線と、ハーシェル宇宙天文台で取得された遠赤外線の [Oiii] 88 µm輝線を組み合わせ、
星間物質の物理的性質を詳細に調べた。興味深いことに、サンプルの一つである SBS0335-052では、遠方銀河と
同様に可視光輝線から推定された単一の電子温度と電子密度の組み合わせでは説明できない [Oiii] 5008 Å/[Oiii]
88 µm比を示すことが明らかになった。これは少なくとも二相以上の電離ガスの存在を示唆している。本講演で
は、その他の近傍矮小銀河に関する結果も報告する。


